
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-08-11

6084 復興住宅にみる生活文化の継承と景観特性の関
係 : 能登半鳥地震・被災集落の住宅・コミュニティ
復興にみる生活文化の継承(災害復旧・復興における
人・ネットワーク,農村計画)

(Citation)
学術講演梗概集. E-2, 建築計画II, 住居・住宅地, 農村計画, 教育,2011:565-566

(Issue Date)
2011-07-20

(Resource Type)
journal article

(Version)
Version of Record

(Rights)
本文データは学協会の許諾に基づきCiNiiから複製したものである

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/90003070

白浜, 晋平 ; 山崎, 寿一 ; 山口, 秀文 ; 川口, 麻子 ; 久保, 佳与子 ; 竹
田, 和樹



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

6084 日本建 築学 会 大会 学術 講 演梗 概集

　 　 　 　 （関東）　2011 年 8 月

復興 住宅に み る 生活 文 化 の 継 承 と景観 特性の 関係
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1 ．研究の背景と目的

　本稿 は 2011 年 7 月宋、並 び に 10 月中旬 の 能登 半 島地 震被

災 集落 ・道下地 区の 調査報 告で ある。道下集落の ファト ドに関

する発表は既に行われ てお り
ll
、本稿はその 続報 と して、当

集落の 中心 軸 として 存在する本町通 りに 焦点 を当て、その 景

観を決定する生活文化的な要因を示す。この 本町通 りは、被

災 を想定 した 計画的な地割 となっ て お り
2）、また、毎年行わ

れ る夏祭 りの 中心的な空間となるこ とがわか っ てい る
3，。

2 ．復興状況とその 傾向

　まずは、本町 通 りに 面す る住宅群 の H19．10時点で の 復興

状況（図 1、表 1）か ら、復興の 傾向を把握する。集落全域に

対 して、全壊判定の 比 率が高い半面、更地化 の 割合が低 く、

修復型復興の ケ
ー

ス が多い こ とが わか る。こ の 更地化の少な

さと修復型復 興の 多さを生活持続意識の 指標 とする と、その

意識の 高さが見て とれ る。

　　　　　　　 表 1．復興状況統計比較
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3 ．伝統住宅の 建築空間と景観の 関係

　 こ こ で、震災以 前の 景観を把握す るた め、住宅 K を

紹介す る （図 2）。住 宅 K は 大正 時代 以 降 の モ デル 的存

在 で あ る と い う自負 が あ り、震 災時は 全 壊判 定 を受 け

た が、修復型復興を選 択 した。

　普段 は ヘ ヤ とナ ン ドを夫 婦 の 寝 室 と し、元 土 間 だ っ

た 部屋 で 友達 と世間話 、客人 は チ ャ ノ マ ま で 通 して 対

応す る。夏祭 りの 際 は 、縁 の 開 口 を大 き く 開き、ミ セ

に飾 る お 供 え とザ シ キ の 仏 壇 、玄 関 の 曼幕 が 通 りに 見
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　　　　 図 2 ，住宅 Kの様子 （H22，10採取）

　住宅 K は 震 災 前 の ファザ ドの 原 型 的 な存 在 で あ り、そ

の 間取 りに は 帰省者への 配 慮 、来 客への 配 慮 、祭 り へ

の 配 慮が見 て 取れ、そ の 結果、本町通 りに対する開放

性 が もた ら され て い る とい う こ とが み て とれ る。
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図 1 ．本 町 通 リ沿 い の 復興状 況 （H22．10 時点の 現地踏査 に よる）
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　　　　　　 図 5 ，本町 通 りの 景 観 要素 の分 布 図 （H22．07 の 現地踏査に よ る）

4 ．再建住宅の 建築空間 と景観 の 関係

　再建 された住宅 に は どん な共通点があ る の か を、

再 建 に 至 っ た経 緯 を お さ え、住 宅 K 同 様 、間取 り とファ

サ
ー
ド断面を分析する再建時 の 考慮点をヒアリング 結果 か ら

整 理 す る。こ こ で は 再 建 依頼先の 異な る 2 例を挙げ る。

住宅 H の場合 （ハウスメ
ー
カ
ー
が建設 ） （図 3 〕

　被害判定 は全 壊、再建 は世帯主 の 親戚 が務め るハウスメ
ー

カ
ーが 行 っ て い る。震 災前 の 間取 り は 住 宅 K に 酷似 し て

い る。家族構成 は 母 子 2 名、親兄 弟 11 名 とそ の 家族が
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　　　　　　　　 図3．住宅 H の樺子

　 お 供 え を 考慮 し た前 面 の 開 口 部 と、採 光 の た め に 玄

関 の 位置 は 要求 して い る 。 ま た 、 以前 の 名残 か ら住 宅

中央 の 壁 を 無く し、連続的 な 空間 に な る よ う依頼 した

が、耐震性 の 面 か ら実現 に は 至 っ て い ない 。

　 K 家 同 様、低 く大 き な 開 口 部、塀 も な く、小 さ く後

退 して建 築 して い る。

住宅 Sの 場合 （地元建設会社が 建設）（図4 ）

　高齢 女性 の 単身世 帯 で あ る住宅 S も、全 壊判 定 を受

け、再建 して い る。震災以前か ら再建 予定 が あ り、新

し い 間 取 りの 検討 に多 く時 間 を取 る こ とが で きた。

　再建 の 際 に は、お 供 え の 空間 と玄 関 の 引き違 い 戸 、

仏壇 の 位置を指 定。ま た、ザ シ キの 広 さ と DK との つ な

が り、玄 関 の 広 さ と仕 上 げに 特 に こ だ わ り、人 の 集 ま

る場 所 を重 点 的 に 考 慮 し た。収 納 スペ ースが 多 く、人 が 泊

ま る 時 を想定 し て 寝 室 も用 意 し た とい う。
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　　　　　　　　 図 4，住 宅 S の様 子

5．住 宅 に み る共 通性 か ら捉える景観

　住宅 K，H，S に は、共 通 し て 塀 が なく、小 さく後退 し、

玄 関 は 引 戸 で、前 面 開 口 部 が 広 い とい うこ とが わ か っ

た。こ れ は 、現 地 踏査 に よ っ て 、他 に も共 通 す る特徴

で あ る こ とが わ か っ た の で 図 に 示 して お く （図 5 ）。
6 ．結　論

被災 を想定 した 計画 的な 地割 と、大正 時代 か らの モ デ

ル とな っ た住宅 が あ り、そ こ で 展開 し て きた 生活文化

が 再 建 時 の 姿の 中に も継承 され て い る こ とが わ か っ た。

　 こ の 通 り との 開放的な 関係 が 住 宅 の 平 ・断面 の 構成

に表 れ て お り、そ れ らの 住 宅群 が 連続 的 に並 ぶ こ とに

よ っ て 、本 町 通 りの 景 観 を形 づ く っ て い る。こ の 建 築

空 間 と集 落 空 問 の 相 互 関 係 を 保 っ 媒 体 と して 、生 活 文

化の 継 承 が存在 し て い る と言 え る。
騨

調 査 を行 うに 当た り道 下区の 泉精郎 区長、門前町郷 土 史研 究会
・
大蔵

克男代表幹事、K 氏 ・S 氏 ・H 氏、道下 の 住 民の 方々 には多大 なる協

力をい ただ きま したe 深 く感 謝い た します、また、本論文は．財団法

人住宅総合研究財団 2010 年度研究助成 「能登 半島地震・被災集落にお

ける住宅復興 の 生活 文化 論的検証 （Ne．　IOO5、研 究主査 ：山崎寿
一
）亅 の

研 究助成 を受 けて 進 めて い る こ とをこ こ に記 します。
引用

・
診考文献

1 ）木村浩佑
・
山崎 寿

一
： 輪島市門前町諸 岡地区道下の 復興住 宅に関

す る考察 （2ee7 年 11月，12月調査 よ り〉
一

能登半 島地震
・
被災集落の 住

宅復興 と地域再 生
一

目本建築学 会大会学術講演梗慨集，2eo8，09
2 ）石 川県教育委員会 ：石川 県の 民家

一
民家緊急調査報告書、1972

3 ） 白浜 晋平
・
竹 田和樹

・
山崎寿

一
； 能登 半島地 震被 災集 落

・
道 下に

おけ る夏祭 りと集 落空間 の 関係
一2009、7、3e−31 の 調査 か ら

一
日本建

築学会住宅系研究報 告会論文集 5 ，p．123−130，2010．12

＊ 1 神 戸大 学大学 院　構士前期課程

＊2 神戸大学大学院　教授 ・博士 （工 学）

幸3 神 戸大 学大学 院 　助 手 ・博 士 （工学 ）

解lMaster 　St囗dent，　Faculty　ofEng ．，　Graduate　School　ef　Kobe　Univ．
窄2　Professor，　Faculty　ofEng ．，Graduate　School　ofKobe 　Univ．．　Dr　Eng、
堪3　A ．Prof，Faculty　ofEng ．，Graduate　School　ofKobe 　Univ，Dr．　En呂

一 566一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


